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	ごあいさつ
	　福山市立大学の教育研究活動に対しましては、日ごろより格別のご支援とご協力を賜り厚く御礼を申し上げます。
	　福山市立大学は、地域の発展を目指して2011年（平成23年）に開学しました。急速に変化する社会にあって、大学の果たす使命は、絶えざる知的創造活動を通して社会の持続的な発展を支える人材を育成し、時代の要請に応える新しい学問を創造していくことにあります。
	　本学は、地域に根ざした公立大学として、これまで多くの優秀な学生を教育し、社会に送り出してきました。引き続き、自治体や地域社会、地元企業の活動支援のもと、持続可能なまちづくりに寄与する人材の育成を目標に掲げ、未来につながる教育・研究に取り組んでまいります。
	理事長 兼 学長
	キャンパスは街、学ぶのは未来

	佐藤 利行
	みらい共創基金とは
	　この基金は、教育研究環境の充実はもとより、将来にわたって人材の育成や地域に貢献する様々な取組を実践し、企業や市民の皆様と共に福山市立大学の未来を創造していくことを目的として設置しました。この趣旨にご賛同いただき、格別のご支援を賜りたくお願い申しあげます。


	基金を活用する事業
	一般事業
	◇学生の活動を支援
	◇地域貢献活動を推進
	◇教育研究施設等を整備

	特定事業
	◇新棟建設事業

	情報工学部情報工学科（仮称）
	2027年4月　開設予定

	ご寄附の手続き
	次のいずれかの方法によりご寄附をお申込みください。
	インターネットでの申込み
	クレジットカード決済、コンビニ払い、Pay-easyによるインターネットバンキング等からの払込みによるご寄附は、オンラインでお申込みいただけます。詳しくは本学のホームページをご覧ください。
	書面による申込み（銀行振込）
	本学のホームページからダウンロードまたは窓口でお渡しした「寄附金申込書（基金用）」に必要事項をご記入のうえ、窓口にて直接お申込みいただくか、FAXまたは郵送でもお申込みいただけます。折り返し、振込銀行口座情報を記載した「寄附金受入通知書」を郵送しますので、銀行からお振込みをお願いします。
	税制上の優遇措置
	寄附をされた翌年の確定申告期間中に、本学が発行する「寄附金領収書」を添えて、所管税務署に確定申告をしていただくことで、税制上の優遇措置を受けることができます。
	●個人からのご寄附
	【所得税】寄附金控除額 ＝ 寄附金額※－2,000円
	【住民税】税額控除額 ＝ （寄附金額※－2,000円）×10％（市民税6％、県民税4％）

	●法人からのご寄附
	寄附金の全額を損金算入することができます。
	・ご芳名の掲載

	謝意のご案内
	・感謝状の贈呈、銘板への記銘
	お問い合わせ先


	福山市立大学


	みらい共創基金

